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会 報 を手 に取っていただき ありがとうございます！ 

・ ・ ・  小平図書 館友の会 のご案内  ・・ ・ 

小平図書館友の会会長 剣持香世 

😊 本が好きな人、図書館が好きな人、何か始めたいと思っている人、小平図書館友の会で 

一緒に活動してみませんか？ 

😊 「あんな本読んだ、こんな本読んだ…」「旅先で見つけた図書館を尋ねてみたら…」 

仲間との会話 がはずみます 

😊 本や図書館に関する情報が 毎月届き ます 

😊 読書サークルや声に出して本を読む会、図書館や障がい者サービスを考える会、 

ＹＡを楽しむ会もあります（ＹＡはヤングアダルトブックスの略） 

😊 文学散歩 は、本や作家の知識を求めるだけでなく建築物や歴史なども学べます 

あちこち出掛けます 

😊 講演会は中央図書館視聴覚室（3階）でいろいろな講師を招いてお話を聞きます 

😊 ビッグイベントは チャリティ古本市 で、市民から寄付された 

約 2万冊の本 が並びます 

😊 参加するだけでも楽しいですが、企画立案にかかわると 

もっと楽しい です 

😊 動かなければ 出会えない…本にも人にも 

あなたのご入会 歓迎 します！ 

😊 入会申し込みの詳細は 8 ページをご覧ください 
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第 19 回 チャリティ古本市 
 

 

チャリティ古本が、3月 25 日（土）、26日（日）、

小平市中央公民館のギャラリーでおこなわれました。

今年は朝日新聞のアサココに取材記事が掲載され、

その宣伝効果は絶大で、多くの方で賑わいました。

来場者は２日間で例年より多い 1,600 人を超えまし

た。収益金も過去最高となりました。あらためてメ

ディアの力に驚きました。 

皆さんから寄付していた

だいた本は、今年も 20,000

冊を上回り、３日間の準備

期間で、分類して見やすい

ように並べる作業は大変で

した。文庫、新書、一般書、

実用書、洋書、辞典、全集、

美術書、雑誌、漫画等を担

当者が工夫しながら各テー

ブルに並べていきます。

年々進化している古本市は、

お客さんがともかく手に取

りやすいようにと心がけています。 

主催側の趣旨等を理解していただくために室内外

に掲示物を貼り、来場者にご協力を呼び掛けていま

すが、初日の午前中はバーゲン会場並みの混雑で、

お昼を過ぎても人の流れが途切れない程でした。来

場者がその中で不快な思いをされたならその改善に

努めていかなければと思います。 

お客さんが欲しかった本に巡り合えて嬉しそうに

買っていくのを見ると、私たちも嬉しくなります。

会計担当だったせいか、お客さんのお買い上げの本

を袋詰めしながら、「いい本見つけましたね！」と声

を掛けたくなる時がありました（混雑時は全く余裕

がありませんが……）。 

どっぷりと本に囲まれた古本市ウィークは、会員

同士の交流の場にもなっており、いろいろな場面で

会話が弾み、達成感も共有できました。会員の高齢

化が進み、毎年市内の大学にボランティア募集のポ

スターを貼っていますが、今年は２人の大学生が、

特に重労働の会場設営と後片付けを手伝ってくれま

した。そこでも、世代を超えた交流が生まれ、相互

でいい刺激となりました。 

古本市の経費を差し引いた収益金のうち約 29 万

円を小平市の図書館に物品の形で寄贈し、東日本大

震災被災地の図書館に寄付金５万円を送ります。 

本を寄付してくださった方々、お買い上げくだ

さった方々に深く感謝いたします。 

来年は記念すべき 20 回目となります。 

乞うご期待！   （内田清子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大盛況 

アサココ（ａｓａｃｏｃｏ） 

第 115 号（2017/3/16） 

掲載記事 

会場設営 

（2017/3/22） 

前年度からの 

繰り越し本を 

軽トラックで 

運び込む 

（2017/3/22） 

会場に本を並べる（2017/3/22） 

市民から寄付して 

いただいた本 
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～ 学生ボランティアの感想 ～ 

 

今回、ご協力いただいた学生ボランティア２人か

ら感想をいただきました。 

 

私は今回、小平古本市のボランティアをさせて

いただきました。何をすればいいのかわからず狼

狽えていた私に、小平図書館友の会の皆さんは優

しくテキパキと指導してくれました。そのお陰で

楽しく、溌剌と動けたように思います。友の会の

皆さんの和やかな雰囲気の中でボランティアでき

たことは私にとってとても貴重な体験になりまし

た。また、古本市に訪れてくださった方々との交

流も忘れられない大切な思い出です。初めての事

ばかりでしたが、今回の経験を今後の糧にしてい

こう思います。 （東京学芸大学 2年 佐久川） 

 

22 日と、26 日の２日間だけの手伝いでしたが、

思ったより体力的にハードでした。 

会の人たちは僕よりもずっと年上なのにパワフ

ルに活動していてびっくりしました。古本市には

様々なジャンルのものがあり、かなり安く本を手

に入れることができます。古本市が、地域の中の

再利用の場、かつ、いろんな人の集まりで活き活

きする場として、これからも続いてほしいと思い

ます。 

来年はもっと友達に声かけて若者参加を増やし

ていけたらと思います。 

（東京農業大学 3年 平野 侑） 

 
 

毎回、チャリティ古本市開催前に 

学生ボランティアを募集しています 

来年 2018 年も３月開催予定！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

準備期間中の昼休み（2017/3/22） 

販売初日の公民館前（2017/3/25） 

販売初日の開場前 

お客様の待行列 

（2017/3/25） 

販売初日の混雑ぶり 

（2017/3/25） 終了後の後片付け 

（2017/3/26） 
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本棚をつくる 
～ 塩尻市立図書館訪問記 ～ 

本の入口としての選書、本が入ってからの選書 
 
当会の「図書館について学ぶ会」では昨年（2016

年）７月から ≪司書について考える会≫ を設け、

10 月 20 日（木）に塩尻市立図書館を見学しました。

同館で学んだことを報告します。 

 

１．本棚をつくる 

「本棚をつくる」といっても、トンカチやノコギ

リを持って本棚を作るのではありません。どのよう

な資料が並んだ本棚とするかです。塩尻市立図書館

の本棚は、参考図書、文庫本、新書、単行本、視聴

覚資料（DVD、CD など）が一緒に並んでいます。小

さな市立図書館だからできる

ことと思うかもしれませんが、

公共図書館としては最多の蔵

書があり、開架冊数の多い東

京都立図書館も、参考図書、

新書本、単行本が一緒に開

架されています。都立図書

館は先見の明があった。 

参考図書コーナー、文庫・新書などのコーナーを

つくって別置するのは古い発想なのでは？ 

表現媒体（メディア）の違いを越えて関連資料が

一堂に会すると充実感が出てきます。資料の広がり

を感じます。例えば「野草」のコーナーでは、「野草

に関する図鑑、文庫本、新書、DVD」が一緒の棚にあ

るような状況です。便利です。 

図書館見学の第一のポイントは自分が少しは詳し

い分野の「本棚」を見ることです。私は「本につい

ての本」の分類あたりなどを見ることにしています。

分類では 019、020 あたりでしょうか。塩尻のこの分

野の本棚では、「雑誌」までもが一部一緒に配架され

ていました。資料（本）の充実度 が違うのです。

そこで思いました。この図書館では、資料の購入時

の「選書」だけでなく、本が入ってからもテーマ毎

の「選書」しているのではないか。「本が入ってか

らの選書」です。そうでなければ本棚はこれだけ充

実しないし、「新鮮」にもならない。図書館での既蔵

の本棚はどうしても動きが少ないので現役感が希薄

な棚になりがちです。なかには「死んでいる」と感

じる本棚の図書館もあります。 

ところが塩尻市立図書館の「本棚」はどの本棚も

生き生きとしているのです。本の配架の工夫も含め、

「本棚つくり」に工夫が見えます。「本が入ってから

の選書」は、私の選書論「図書館における選書の３

過程、３要素とは何か」では３要素のひとつである

「フィードバック選書」にあたります。「フィード

バック選書」がこれほど具体化している図書館はは

じめて見ました。これはなかなか出来ることではあ

りません。塩尻市立図書館でもすべての本棚ででき

ていることはなく、まだまだ手薄な分野が多くあり

ます。この「本棚向け選書」が出来るためには、本

棚を見て、あの本が欠けているとか、この分野が不

足しているとかが分かる「本についての蓄積」が必

要になります。多くの図書館のように短期間の異動

では「蓄積」は難しいのでは？ 

 

２．市役所「事業」との連携 

塩尻市立図書館見学を思いついたのは、元館長の

内野安彦氏の本を読んだからです。内野氏は「図書

館業務を自治体行政のひとつ」と見ていました。

それでは、図書館でそれがどのように具体化されて

いるのか。 

図書館入口に「求人情報」のペーパーがあり驚き

ました。アメリカ等では数十年前から図書館に「求

人票」があるというのは聞いていましたが、実物を

みたのははじめてです。こういう蓄積からアメリカ

等では「ビジネス支援」が具体化したのです。 

自治体との連携も本棚で表現されます。「人材マネ

ジメント講座」（塩尻商工会議所主催）のチラシも本

棚に配置されています。また、塩尻市の広報誌「し

おじり 21―小中学生のための活動情報紙―」（「第 30

回全国短歌フォーラム in 塩尻」の開催予告）も同

様に本棚に配架されていました。図書館で市役所の

業務を知ることができる。市役所の業務を支援する。 

市役所内ではとかく「行政職員となりえていない」

と酷評されがちな図書館職員ですが、市役所本庁か

らの異動職員も発想しなかった「連携事例」が「見

える化」されていました。全国で工夫できそうです。 

 

３．郷土資料コーナーの自館作成資料とチラシ 

ここでのポイントは図書館での「自館作成資料」

を見ることです。市販されているものを購入するだ

けでなく、とかく散逸しやすい地域資料を取りまと

め製本することです。全国唯一の資料となります。

地域記事などの 1枚もの資料、小冊子などのファイ

リングです。時には、記事をスクラップしてのファ

イリングも含みます。 

関連する CD、DVD が本と 

並んで配置されている 
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情報チラシが関連する本の

間に置かれている 

これが出来ているのが 地域資料の充実度 を測

る手立てになります。個別に製本したファイルを多

く見かけました。また、県下で開催される催し案内

のチラシ、郷土資料に関するチラシも置いてあり、

郷土資料コーナーに行けば県内の近々の催し情報が

分かるようになっています。 

「八十二文化財団教養セミ

ナー 水の恵み＜中信地方と

水のかかわり＞」（共催：塩尻

市文化振興事業団）、「本洗馬

歴史の里資料館企画展＜菅

江真澄・信濃の旅展＞」、「長

野県市町村史誌目次情報データベース」チラシ、「塩

尻市立自然博物館館報」など。市立図書館で自然博

物館の「館報」まで面出しで読める。地域内機関と

の情報連携も充実です。 

小平を例とすれば、市立図書館の郷土資料コー

ナーに行けば、「小平にこないか？」（小冊子、良く

できている）、「小平グリーンロード 21km」（パンフ）、

「小平グリーンロード＆オープンガーデン MAP」な

どの案内資料や、武蔵野美術大学で開催される「ま

ちで楽しむ～学生が輝けるまち小平」などのチラシ

があるようなものです。小平市内の情報でも限定地

域でしか手に入らないものがあります。例えば鷹の

台の商工会（小平商工会第 11支部）発行の「たかの

台エリアガイドマップ」などのような資料。図書館

でこういう資料と出会えれば図書館に行く楽しみも

増えます。また、観光客にも役にたちます。自ら情

報を集める図書館 の優れた例を見ました。 

 

４．主催の催しが多い、情報発信する図書館 

塩尻市立図書館では主催の催しが多いのも特徴で

す。全国区で有名となった「信州しおじり 本の寺

子屋」同じく「子どもの本の寺子屋」など。 

「本の寺子屋」は必要に応じて年に数回行うとい

うものではなく、「年間事業」を決めて講演会を年

に十数回、企画展を数回開催する仕組みです。年間

の事業パンフがあり、全国区でも広報する ものと

なっています。2016 年の講演会、企画展のテーマは

「『本』の可能性を考えたい」で、本に関する著名人

が講師として予定されていました。 

7 月には「本つくり」のプロの美篶堂（美篶堂を

知っているのが素晴らしい）の「様々な本の作り方」

展、11 月には装幀家・間村俊一さんの講演（間村さ

んの講演は珍しい）に瞠目したものです。間村さん

については、よく考えれば、「本の寺小屋」の歩みを

本にまとめた『「本の寺子屋」が地方を創る―塩尻市

立図書館の挑戦』（東洋書林 2016）は間村さんの装

幀でした。 

その他に、「CAFE 朗読＆カフェ」の催しや「Book Fan 

Newsletter」などの発行物があり、「図書館だより」

の他にも企画も多ければペーパー等の発行物も多

いのも特徴です。情報発信する図書館となってい

ます。 

 

５．ウエルカム（いらっしゃい）図書館、居心地

の良さ、「贈与」？ 

塩尻市立図書館に入ったとき居心地のいい感じが

しました。入口は狭いですが、入ると吹き抜けで天

井が高くなっていました。居心地がいいなと感じた

のは建物の構造だけでなく、入口から「本の情報」

が溢れていたからです。 

本に関する催し、図書館に関する催しのチラシが

分かりやすく掲示されていました。ここに入るだけ

で塩尻だけでなく県下の「本に関する催し」が分か

ります。例えば「元編集部員が語る『暮しの手帖』

の花森安治」（唐澤平吉講演会、岡谷市、10 月）、「読

む力は生きる力」（脇明子講演会、辰野町、11 月）

などなど。チラシの整理もいいですし、中でも本に

ついての情報が区別して紹介されているのもいい。

職員の「本好き」が感じられます。また、「本に関す

る展示」も同時に３～４か所で展示されていて、展

示をいくらでも発想できているところがいい。本を

知ってもらおうという姿勢が伝わってきます。ここ

から得る気持ちは何だろうかと考えました。「贈

与」？ 

内田樹さんを引用します。 「すばらしい師や先輩

や仲間に恵まれたおかげでいろいろなものを手にい

れることができた。それはすべて人からいただいた

「贈り物」です。だから、僕が占有すべきではない。

次の受託者に向けて贈与するべきものです。（中略）

この人に負託すれば、きっと次にみごとに「パス」

を繋いでくれるだろうと思える人を探して、その人

に贈与する」（内田樹・石川康弘『若者よマルクスを

読もう II」（かもがわ出版、68 ページ）。 

贈与とは、贈与されたと思う人が次の人に「パス」

するところに特徴があります。図書館は人類の知的

財産の継承機関ですから、塩尻市立図書館の居心地

の良さは、この「贈与」に自分が選ばれていると思

えるようなところにあると思いました。 

（大森輝久）  
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図書館用語解説 第 1 回 

 

私たちがよく耳にする図書館用語を、小平中央図

書館資料係の協力を得て２回に分けて解説します。 

 

【資料と図書（本）】 資料（図書館資料）は、図書館

で所蔵・管理している図書・CDや DVD・地図・マイ

クロフィルムなどの総称で、図書以外も含む。資料

形態の多様化にともない、近年では「資料」ではな

く「情報資源」と呼ぶ場合もある。 

図書（本）は、紙の本全般を指し、図書館で所蔵・

管理していないものも含む。 

 

【選書】 図書館が受け入れる資料を選定すること。 

選書を行う際には、それぞれの図書館が定める収

集方針・資料選定基準などに基づき、蔵書全体のバ

ランス、利用頻度、資料の内容、受賞歴などから総

合的に判断する。 

 

【書架】 一般に、本棚のことを指す。図書館では、図

書以外の資料を収める棚も「書架」と呼ぶ場合があ

る。 

 

【開架】 利用者に開放されている書架を指し、利用者

は書架から自由に資料を取り出して閲覧・貸出でき

る。この方式を開架式と呼び、市区町村立図書館で

は、開架式と閉架式を併用する場合が多い。 

 

【閉架】 利用者に開放されていない書架を指し、利用

者は閉架にある資料を検索し、請求して図書館職員

に取り出してもらう必要がある。この方式を閉架式

と呼び、国立国会図書館では、全資料がこの閉架式

となっている。 

 

【排架】 資料を、請求記号などの所定の排列順序に基

づいて、書架に並べること。同じ読みの「配架」と

は意味が若干異なる。 

 

【書誌】 書名、著者名、出版社名、形式・装丁、分類、

内容など、資料についての情報を一定の様式で記述

したもの。 

 

【複本】 同一の書誌に登録される複数の資料。 

図書館では、刷が違っても同一の図書として扱わ

れることが多い。版が変わった場合も、改版があっ

た場合以外は同一の図書として扱われることが多い。 

 

【請求記号】 資料の背などに貼付されているラベル

に印字されている記号で、図書館職員が資料を探す

際に必要なもの。一般に、日本十進分類法などの分

類を、ケタ数を区切って使用することが多い。該当

の分類に当てはまる資料が多い場合などには、補助

的に著者名などを用いることもある。 

その図書館で採用している分類法がわかれば、利

用者も資料を探す際に活用することができる。 

小平市立図書館では、地域資料と絵本については

独自の分類法を用い、それ以外の資料には日本十進

分類法を採用している。 

ちなみに、読み方は「913.6（キュウヒャクジュウ

サンテンロク）」ではなく、「913.6（キュウイチサン

テンロク）」。 

 

【日本十進分類法】 日本図書館協会が定めている図

書の分類方法で、公立図書館の多くがこの分類を採

用している。図書を内容で 10のグループに分け、そ

のグループを更に 10 に分けることを繰り返す方法

で、10数ケタに及ぶ場合もあるが、小平市立図書館

では請求記号として 5ケタ目までを用いている。 

 

【除籍資料・リサイクル資料】 破損して提供できなく

なった資料や保存年限を過ぎた雑誌など、図書館に

不要になった資料は、除籍（図書館のデータベース

から資料情報を削除する処理）を行う。 

小平市立図書館では、除籍した資料や受入れをし

なかった寄贈図書で、まだ利用が可能なものを、リ

サイクル資料として年に 3回のブックリサイクルで

利用者に提供している。 

破損して提供できなくなった資料やブックリサイ

クルで利用されなかった資料は、分別して廃棄する。 

 

【寄贈図書】 個人や団体から、図書館が無償で提供

を受けた図書のこと。小平市立図書館では、受入の

可否など、寄贈後の取扱いは図書館側に一任するこ

とを必ず提供者に説明したうえで、寄贈を受けつけ

ることとしている。 
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ハンディキャップサービス交流会 報告 

 

―「障がい者サービス交流会」から名称変更― 

第１８回の交流会が２月２２日(水)に行われまし

た。参加者は図書館より６名、利用者２名、ボラン

ティア４名(含ガイド)、友の会６名計１８名でした。

まず２８年度の活動報告。ボランティアによる点訳

本、音訳本、布の遊具の作成、宅配サービスの経過、

たいよう福祉センターでの出張おはなし会等の報告

がありました。 

次いで、２９年度の予定として、音訳ボランティ

アの育成、録音図書、点字絵本の作成、宅配サービ

スを広げるために、ケアマネージャーを通して利用

者に繋げたいとのことでした。 

ここ数年のハンディキャップサービスの充実をう

れしく思いますが、まだまだ必要な方に届いていな

いような気がします。図書館利用に不自由を感じて

いる方々に手の届くサービスをしていただきたいと

思います。   （名取公子） 

 

学 習 会 報 告  

 

声 に 出 し て 本を 読 む 会  

 

昨年 11 月 19 日(土) 午後、西東京・コール田無で

第 12 回 朗読会「ことばの玉手箱」で発表以来、約

半年を経過しました。 

内容は、「一葉と鴎外」と題し 

第一部「たけくらべ」（樋口一葉） 

第二部「ぢいさん ばあさん」（森 鷗外）を 

小野田 正氏（演出家）ご指導のもと、内山恵司さん

（会員・東宝現代劇）を中心に、中村夏子（作曲・

ピアノ）、山崎明子（チェロ）、小木直樹(照明)各氏

のご協力を得て、盛会裡に発表しました。 

今年も（年内に）発表できるかどうか、現在、会

員間で克服すべき課題と取り組んでおり、その可能

性を模索中です。 

具体的な内容は発表できる段階にありませんが、

次回は、一作品を「輪読形式」で取り上げるなど、

前回とは異なる発表の工夫も検討しています。 

（雜崎亮平） 

 

 

読 書 サ ー ク ル・ 小 平  

 

隔月に１度、第３日曜日の午後に例会を開催して

います。新しい人の参加もあり、毎回 7～10人ぐら

いの参加です。テキストの読みも良くなり、発言も

活発化してきています。やがて 40回となります。レ

ジメでは、近々に刊行された本を 40冊程度紹介して

います。40冊×40 回＝1,600 冊。持続は力なりと実

感します。   （大森輝久） 

 

―― 11 月から 3月までのテキスト ―― 

■第 37 回 2016 年 11 月 26 日 

津野海太郎『花森安治伝 日本の暮しをかえた男』

（新潮文庫 2016 年） 

「とと姉ちゃん」がらみの本です。津野さんの『百

歳までの読書術』（本の雑誌社）も紹介。 

■第 38 回 2017 年 1 月 15 日 

戸部良一（ほか）『失敗の本質 日本軍の組織論的

研究』（中公文庫 1991 年） 

小池東京都知事推の本で７０万部売れています。 

■第 39 回 2017 年 3 月 12 日 

半藤一利・出口治明『世界史としての日本史』 

（小学館新書 2016 年） 

お二人の教養の深さ健筆に称賛の声多数でした。 

 

図 書 館 に つ いて 学 ぶ 会  

 

図書館について学ぶ会では障がい者サービス学習

会とともに、図書館の宅配貸し出しサービスについ

て経過を見ながら検討課題としています。来館困難

者への貸し出し宅配サービスはサービス開始から一

年半を経過しましたが、利用者は極端に少なく広が

りを見せません。また関係各方面に広報を拡大して

いるようですが認知度は低いようです。宅配のため

に採用されたボランティアの士気の維持も難しく

なってきます。学ぶ会ではこの原因を利用の条件で

ある、「介護３以上」にあるのではないか、一段階緩

和してはどうか、とハンディキャップサービス交流

会で意見を述べました。図書館からは、今後も調査

を続け検討していきたいとの回答でした。 

図書館の司書についても勉強を継続しています。

専門職としての司書が減っていく、またはまったく

いなくなることは、図書館にとってまた市民にとっ

てどういう意味を成すのか意見を出し合いながら考

えています。司書資格を持つ者の仕事内容が一般利
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用者に分かりにくいあるいは見えにくいことが原因

の一つであることや、司書の実力を発揮するために

は経験の蓄積が必要であることがわかってきました。

今は図書館の専任司書の大事さを利用者や行政側に

理解してもらうための表現や文言を話し合っていま

す。    （剣持香世） 

 

Ｙ Ａ を 楽 し む 会  

 

ＹＡを楽しむ会では、毎月一回集まって、２冊の

課題本を読んで、読書会をします。課題本はＹＡ（ヤ

ングアダルト）文学です。 

読書会の雰囲気はとてもおおらかです。同じ本を

読んでも一人一人感想が違い、そこがまた面白いと

話が盛り上がります。金子みすずの詩のように「み

んな違って、みんないい」です。人の意見を聞いて、

そんな見方もあったのかと目からうろこの思いで聞

き、さらに話は活発になっていきます。 

ＹＡは若い人向けの本なのですが、奥が深いです。

現代社会が抱える様々な問題がテーマとなり、主人

公が壁を乗り越えていきます。主人公の気持に寄り

添って読むと、一つの人生を主人公と辿ったような

満足感があります。 

お仲間と月に一回の読書会はとても楽しい一日で

す。「ＹＡを勉強する会」ではなく、まさに「ＹＡを

楽しむ会」というのがいいですね。 

（大山容子） 

 

―― 11 月から 4月までの課題本 ―― 

■11 月『弟の戦争』ロバート・ウェストール著 

／徳間書店 『バレエ・ダンサー』（上・下）ルー

マ・ゴッデン著／偕成社 

■12 月『バドの扉がひらくとき』クリストファー・ 

カーティス著／徳間書店 『山賊の娘ローニャ』 

アストリッド・リンドグレーン著／岩波書店 

■１月『鹿の王』（上・下）上橋菜穂子著 

／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

■２月『カラフル』森 絵都 著／理論社 

『オリーブの海』ケヴィン・ヘンクス著／白水社 

■３月『ティーパーティの謎』E.L.カニグズバーグ

著／岩波書店 『コンビニ たそがれ堂』村山早紀

著／ポプラ社 

■４月『川の少年』ティム・ボウラー著／早川書房 

『少年キム』ラドヤード・キプリング著／岩波書

店 

図書館協議会報告 

 
前号に書きましたように、2016 年度の図書館協議

会は、司書が小平図書館からいなくなるがそれでよ

いのかという議論で終始した感があります。 

それ以外の問題点としては、学校図書協力員の待

遇や労働時間の問題が大きく取り上げられました。

この問題の端緒は、文部科学省が「当分の間は任意」

という条件付きながら法令上に「学校司書」を小学

校等に配置するよう求めた法令改正にあります。小

平市では学校協力員という名前で非常勤の協力員を

全校に配置しています。この人達にやっていただい

ている仕事は文部科学省の言う「学校司書」にほぼ

当てはまると考えられますが、勤務時間が正規雇用

の職員よりも短いとか勤務日数も少ないといった違

いがあります。小平市の学校協力員は他の自治体と

の比較では早い時期に始めており、早すぎたが故の

悩みとも言えます。 

「学校司書」問題は本体の公立図書館の技能を

持った司書がいなくなるがどうする、という大問題

の前哨戦だったと考えられます。この司書問題はこ

れだけを議論することはありませんでしたが 1年間

を通して折に触れ議論になったと思っています。こ

れが司書の仕事と思われていた書誌の作成や分類等

が図書館システムの発達、普及によりシステムに

とってかわられるようになってきたという背景もあ

ります。司書の仕事としては選書とリファレンスが

まだ残っていると言えますが、経験と人脈が必須と

言われています。一人前の司書に育てなければなり

ません。図書館も 2017 年度から人的構成という面で

司書をとらえて小平市の関連部署と協議を進める予

定です。   （塚本健男） 

 

～ 小平図書館友の会 入会案内 ～ 

小平図書館友の会は、図書館利用者が作った会 

です。1998 年創立。会員 約 130 名。 

入会随時受付中 小平市外の方も歓迎！ 

【年会費】大人 1,000 円 

大学・高校生 500 円／中学・小学生 300 円 

【郵便振替口座】00160-0-334981 小平図書館 

友の会 【宛先】〒187-0031 小平市小川東町 

2-13-4-203 伊藤方 小平図書館友の会 

fax：042-345-7660 

e-mail：sakiitou@ebony.plala.or.jp 


